
平成２８年度幌延町まち・ひと・しごと創生総合戦略の取組
　少子高齢化、人口減少が進むわが町において、潤いある生活を安心して営むことができる環境を整えるため、幌延町まち・ひと・
しごと創生総合戦略に沿って平成28年度当初から実践する取組についてご紹介します。（６～９ページ）

　町では町外在住の方の町内への転入を誘導する移住促進政策を講じ、人口確保による町の活性化を図ることを目的として、問
寒別地区に幌延町移住促進住宅を設置しました。
住宅情報：問寒別地区移住促進住宅　字問寒別127番地1　（１棟２戸）

・3ＬＤＫ　70.47㎡（ファミリー向け）／家賃　月１５，０００円
・1ＤＫ　31.59㎡（単身者向け）／家賃　月１０，０００円

建設年度：建設　昭和５１年度／改修　平成２７年度
入居資格：①幌延町へ移住し、問寒別地区移住促進住宅に住むこと。

※特別の事情により、町内に住んでいる方でも入居を認める場合があります。
②独立した生計を営んでいて、家賃の支払い能力があり、また、現在居住している
市区町村で、市区町村民税等を滞納していないこと。
③入居者及び同居者が暴力団員でないこと。
④入居者か同居者のうちどちらかが町内で就業もしくは就農し、または予定していること。
※上記の入居資格全てを具備する世帯でなければ入居は認められません。

申込方法：幌延町役場　産業振興課企画振興グループ（旧総務課企画振興グループ）へ申込書等必要書類の提出（郵送可）
必要書類：・申込書（様式第１号）及び添付書類（世帯全員の住民票、世帯全員の納税証明書、その他町長が必要と認める書類）

・同意書（様式第１号の２）
※申込書（第１号様式）及び同意書（様式第１号の２）については、役場ホームページに掲載または産業振興課企画
振興グループ（旧総務課企画振興グループ）に配置しております。

問い合わせ及び申請先  産業振興課　企画振興グループ 電話01632-5-1113（旧総務課企画振興グループ）告知端末機5-8814

子ども医療費助成制度子ども医療費助成制度子ども医療費助成制度子ども医療費助成制度
～高校生まで医療費を全額助成します～～高校生まで医療費を全額助成します～

　幌延町では、子育て世帯の経済的な負担を軽減するために、平成28年４月から子ども医療費の助成対象範囲を高校生まで
拡大します。
〇対象範囲

　
　　※助成対象外～予防接種、入院時の食事負担金等のほか保険外診療の費用
〇申請期間
　・平成28年４月１日から申請受付を開始します。
　　※申請の内容を審査し、子ども医療費受給者証を交付します。
〇申請場所
　・問寒別・中問寒・上問寒・雄興地区の方　【問寒別出張所】
　・上記地区以外の方　【役場住民生活課税務保険グループ（旧町民課生活環境グループ）窓口】
〇申請に必要なもの
　・高校生は、在学証明書を提出してください。

※平成28年３月３１日まで中学生だったお子さまについては、現在お持ちの子ども医療費受給者証を併せて提出してくだ
さい。

平成28年3月診療分まで
入院・通院：0歳から中学生

平成28年4月診療分から
入院・通院：0歳から高校生

問い合わせ先　住民生活課税務保険グループ　電話 5-1115・告知端末機 5-8812（旧町民課生活環境グループ）

◎詳しくは、幌延町教育委員会総務学校グループまでお問い合わせください。
 　（電話　５－１１１７・告知端末機　５-８８１７）

　妊婦健康診査のため、産科に通院する際の交通費の一部を助成することになりました。
　助成の額は通院に要した交通費①公共交通機関（ＪＲまたはバス）の運賃②自家用車の場合は1kmあた
り15円で計算した額の1/2に相当する額で、名寄市までの鉄道運賃相当額を上限とします。
　ただし、出産前に里帰りした場合など、通院の起点が幌延町でなくなった場合は、助成対象にはなりません。
また、町税等を滞納している方は助成の対象にはなりませんので、ご承知ください。
　妊婦健康診査の助成と一緒に、保健センターで手続をしてください。

問い合わせ先　保健センター　電話・告知端末機　5-1790

平成２８年度幌延町奨学生募集内容の一部改正について
　幌延町教育委員会では、平成28年度の奨学生を募集しているところですが、この度募集内容が一部改正されましたので、改
めてご案内します。改正内容を含めた募集内容については下記のとおりです。
　学資の貸付を希望される方は、通学校の学校長と相談のうえ、教育委員会へお申し込みください。
☆募集期間
　随時募集を受け付けておりますので、総務学校グループまでご相談ください。
☆貸付額
　月額５万円以内
☆貸付資格
　申請日現在において幌延町民または、幌延町民の子弟であり、幌延町立の中学校から進学する予定または進学した生徒で
あること。
☆償還方法
　奨学資金は、貸付期間終了の日の属する月の翌月から起算して１年を経過した後、２０年以内において町長の定めるところに
より償還するものとする。
　※所定の学校または教育機関を卒業後、３年以内に幌延町内へ移住して住民票を有し続け、かつ、町内の各種の業務に従
事している期間が、貸付期間の２倍（１０年を限度とする。）を超えることとなったときは、貸付金の２分の１を免除することがで
きる。ただし、勤務先が町外であっても同様の扱いとする。
☆提出書類
１．奨学資金貸付申請書
２．学校長の推薦書、または成績証明書
３．身上申告書
４．申請者の住民票抄本
５．健康診断書
※１～３の用紙については、総務学校グループに備えてあります。
※これらの提出書類以外にも必要な書類を提出していただく場合があります。
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【幌延町移住促進住宅運営事業】

　民間活力による良質な賃貸住宅の確保と住環境の整備を図り、移住定住の促進と地域経済の発展を目的として、民営賃貸住
宅を建設する方に経費の一部を助成します。
●助成対象（次の全てに該当する個人または法人）
・賃貸住宅を新築した所有者（個人または法人）※町内に居住または町内に本店もしくは支店の住所がある場合に限る。
・公租公課に滞納がないこと。
・個人または法人の役員及び職員が暴力団員でないこと。
●助成対象物件
　別に定める整備基準により、新築する１棟当たり２戸以上の長屋または共同住宅（組立式仮設住宅であるものを除く。）で
賃借人が賃貸人との契約に基づいて入居する以下の条件を満たす住宅であること。
・個人が新築する場合において、当該個人または当該個人の２親等以内の親族が、建設戸数の４分の１を超えて入居しないこ
と。
・入居後の毎月の家賃が、建設工事費を建設戸数で除した額の1,000分の5.5を超えないこと。
●助成金額　　
【町内建設業者が施工をする場合】
・建設工事費に100分の30を乗じた額
・限度額　１ＬＤＫ（床面積が４０㎡以上）２００万円　　　２ＬＤＫ以上（床面積が５０㎡以上）３００万円
【町外建設業者が施工をする場合】
・建設工事費に100分の20を乗じた額
・限度額　１ＬＤＫ（床面積が４０㎡以上）１３０万円　　　２ＬＤＫ以上（床面積が５０㎡以上）２００万円
　※１万円未満の端数が生じた場合は全額切り捨て。
●事業の認定　平成２８年度中に助成の対象とする助成賃貸住宅の戸数を公示し、別に定める期間内において事業対象者を募

集します。（町ホームページ・告知端末機・町の広報誌）

【幌延町民営賃貸住宅建設促進助成事業】

　定住人口の増加を図り、福祉の向上と地域経済の発展に寄与することを目的として、持家住宅の新築、改修及び取得に対する
費用について一部補助いたします。
●補助対象者（次の全てに該当する方）
・町内に住所を有する方または居住しようとする方。
・公租公課の滞納をしている者がいない世帯の方。
・居住しようとする者のなかに暴力団員その他住民生活を脅かすおそれのある団体の構成員がいないこと。
●助成金額　建設等に要する費用に100分の20を乗じた額
・限度額　新築　３００万円　　　改修　１５０万円　　　　取得　１００万円
※新築及び改修を町内に本店または支店のない建設業者が施工した場合は、限度額に100分の80を乗じた額を限度とします。

【幌延町移住定住促進持家住宅建設等奨励事業】
平成28年4月から妊婦健康診査通院のための交通費を助成します
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